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１．ディプロマ・ポリシーの達成度 

 

1-1. 大学全体（n = 89） 

 

 
 

 

DP1（建学の精神）：本学の建学の精神を理解し、自らも世界観と人間観について深く思索・

探究する。 

 

DP2（人間としての尊厳）：自分と他者の個人としての尊厳を重んじ、平和で民主的な社会

の担い手になれる。 

 

DP3（職業人）：広い教養と高等教育で培われた専門的知識や技能を具えて、職業人として

経済的に独立していける。 

 

DP4（広い視野に立つ社会人）：生涯学習の展望に立って学び続け、他者と共働して、国際

的な視野を持つ社会人として、地域や人類社会の福祉と発展に貢献する意志を持つ。 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学DP4

大学DP3

大学DP2

大学DP1

達成している どちらかと言えば達成している

どちらとも言えない どちらかと言えば達成していない
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1-2. 学科別 

(1) 英語学科（n = 2） 

 

 
 

 

DP1. 他者の意見や価値観を尊重することができ、国際的視野に立って連携して社会に貢献

する力を備えている。 

 

DP2. 英語圏の国々をはじめとする諸外国の言語・文学・文化を学び、その背景にある社会

や歴史に関する知識を修得している。 

 

DP3. コミュニケーションのための英語運用能力を修得している。 

【検証に用いる項目】：「外国語の運用能力」「コミュニケーションの能力」 

 

DP4. 明晰かつ批判的に思考することができ、論文、発表として表現できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

DP4

DP3

DP2

DP1

達成している どちらかと言えば達成している
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(2) 日本文化学科（n = 7） 

 

 
 

 

DP1. 日本文化に関わる事象の特徴・特色に関心を持ち、それを発見しようとし、それを応

用して社会に貢献しようとする態度を身につけている。 

 

DP2. 日本語・日本文学・日本史・日本の地域・日本の社会を包摂する日本文化の基本的知

識をもち、その構造を理解している。 

 

DP3. 日本文化に関わる高度な知識・理解・表現力に基づいて、国語教員・日本語教員・司

書として必要な専門的能力を修得し、あるいは地域の課題を解決する提案や組織の経営に

関わる企画を作成し、実行に移す能力を獲得している。 

 

DP4. 日本文化についての知識・理解をもとに、日本国内外の地域や社会の問題点に気がつ

き、解決する方法を考える志向を身につけている。 

 

DP5. 日本文化を踏まえて異なる文化や異なる思考を同等の価値を持つものとして評価す

ることができる。 

 

DP6. 日本文化について考察して、その全体または部分を表現できる。 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

DP6

DP5

DP4

DP3

DP2

DP1

達成している どちらかと言えば達成している

どちらとも言えない どちらかと言えば達成していない
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(3) 音楽学科（n = 5） 

 

 

 

 

DP1. 専門技術と音楽知識に関心を持つとともに、体得する姿勢を持ち、自らの音楽キャリ

アを築くための社会人としての力を身に付けている。 

 

DP2. 専攻する領域、多様な音楽分野に関する体系的な知識を持っている。 

 

DP3. 専攻する領域に必要な技術を持ち、問題解決に応用できる能力を身に付ける。 

 

DP4. 音楽の様々な領域で協力して創り上げるための専門技術、コミュニケーション能力、

文章能力を持つ。 

 

DP5. 専攻分野および社会の事象を多角的に判断する力を持ち、自身で思考することができ

る。 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

DP5

DP4

DP3

DP2

DP1

達成している どちらかと言えば達成している どちらとも言えない
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(4) 食生活健康学科（n = 34） 

 

 
 

DP1. 人々の健康と幸福に寄与したいという熱意を有する。 

 

DP2. 専門的知識やスキル向上のために自己研鑽を惜しまない姿勢を有する。 

 

DP3. 人間の健康の維持・増進および疾病の発症予防・重症化予防に関する専門的知識を有

する。 

 

DP4. 疾病の発症予防・重症化予防の栄養管理ができる。 

 

DP5. 対象者に応じて給食経営管理ができる。 

 

DP6. 管理栄養士として適切に他者とコミュニケーションをとることができる。 

 

DP7. 科学的な根拠に基づいて対象者の健康状態を分析できる。 

 

DP8. 栄養ケアプランを立てることができる。 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

DP8

DP7

DP6

DP5

DP4

DP3

DP2

DP1

達成している どちらかと言えば達成している

どちらとも言えない どちらかと言えば達成していない
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(5) 生活デザイン学科（n = 6） 

 

 
 

 

DP1. 地域・社会において、生活の向上のために貢献する意志と姿勢を有している。 

 

DP2. 生活デザインに関する専門知識を修得している。 

 

DP3. 生活デザインに関する専門技術を修得している。 

 

DP4. 生活者の視点から問題を発見し、解決し、表現する能力、およびコミュニケーション

能力を修得している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

DP4

DP3

DP2

DP1

達成している どちらかと言えば達成している どちらとも言えない
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(6) 子ども学科（n = 12） 

 

 
 

 

 

DP1. ボランティア活動や地域貢献における様々な人間関係を通して自己管理および生涯

にわたり、学ぶ姿勢を継続できる。 

 

DP2. 現代社会において子どもや家庭の抱えている生活問題とその解決の在り方を社会全

体との関係性のなかで理解する。 

 

DP3. 実習を通して総合的な保育・教育実践力を身に着け、実践し、保育・教育、子育て支

援の場において現実的で適切な対応ができる。 

 

DP4. 子どもの成⾧・発達についての確かな知識と技術を有し、主体的な学習の中で培われ

る創造的思考力を用い、問題解決に向けた実践に活かすことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

DP4

DP3

DP2

DP1

達成している どちらかと言えば達成している どちらとも言えない
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(7) 看護学科（n = 23） 

 

 

 

 

DP1. キリスト教の理念に基づく全人的理解を基盤とし、人間の尊厳を重んじ、人権の擁護

ができる。 

DP2. 対象となる人々やその家族、地域の人々の健康状態を把握し、看護を計画的に展開す

ることができる。 

DP3. 特定の健康問題に対応する基本的な実践ができる。 

DP4. チームの目標達成や成⾧に向けて自己の責任・役割を理解し、メンバーシップを発揮

しメンバーと協働することができる。また、チームの目標達成や成⾧に向けてメンバーの意

識を高め、リーダーシップを発揮し集団の成果を上げるためにチームに働きかけることが

できる。 

DP5. 国内外における看護の多様化に関心を寄せることができる。 

DP6. 生涯にわたり自己研鑽しつづけることができるように、主体的に学修に取り組む力を

身につけることができる。また、看護研究を通して、得られた研究成果をもとに、看護実践

に活用できるとともに、看護研究のプロセスを実施できる。 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

DP6

DP5

DP4

DP3

DP2

DP1

達成している どちらかと言えば達成している

どちらとも言えない どちらかと言えば達成していない

達成していない
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2. 成⾧実感 

2-1. 大学全体（n = 89） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就職に向けた情報収集力

グローバルな問題の理解

時間を効果的に利用する能力

コンピュータの操作能力

数理的な能力

プレゼンテーションの能力

コミュニケーションの能力

外国語の運用能力

文章表現の能力

国民が直面する問題を理解する能力

地域社会が直面する問題を理解する能力

異文化の人々と協力する能力

他の人と協力して物事を遂行する能力

人間関係を構築する能力

リーダーシップの能力

異文化の人々に関する知識

批判的に考える能力

専門分野や学科の知識

分析力や問題解決能力

一般的な教養

大きく増えた 増えた 変化なし 減った 大きく減った
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2-2. 学科別 

(1) 英語学科（n = 2） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就職に向けた情報収集力

グローバルな問題の理解

時間を効果的に利用する能力

コンピュータの操作能力

数理的な能力

プレゼンテーションの能力

コミュニケーションの能力

外国語の運用能力

文章表現の能力

国民が直面する問題を理解する能力

地域社会が直面する問題を理解する能力

異文化の人々と協力する能力

他の人と協力して物事を遂行する能力

人間関係を構築する能力

リーダーシップの能力

異文化の人々に関する知識

批判的に考える能力

専門分野や学科の知識

分析力や問題解決能力

一般的な教養

大きく増えた 増えた 変化なし 減った 大きく減った
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(2) 日本文化学科（n = 7） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就職に向けた情報収集力

グローバルな問題の理解

時間を効果的に利用する能力

コンピュータの操作能力

数理的な能力

プレゼンテーションの能力

コミュニケーションの能力

外国語の運用能力

文章表現の能力

国民が直面する問題を理解する能力

地域社会が直面する問題を理解する能力

異文化の人々と協力する能力

他の人と協力して物事を遂行する能力

人間関係を構築する能力

リーダーシップの能力

異文化の人々に関する知識

批判的に考える能力

専門分野や学科の知識

分析力や問題解決能力

一般的な教養

大きく増えた 増えた 変化なし 減った 大きく減った
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(3) 音楽学科（n = 5） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就職に向けた情報収集力

グローバルな問題の理解

時間を効果的に利用する能力

コンピュータの操作能力

数理的な能力

プレゼンテーションの能力

コミュニケーションの能力

外国語の運用能力

文章表現の能力

国民が直面する問題を理解する能力

地域社会が直面する問題を理解する能力

異文化の人々と協力する能力

他の人と協力して物事を遂行する能力

人間関係を構築する能力

リーダーシップの能力

異文化の人々に関する知識

批判的に考える能力

専門分野や学科の知識

分析力や問題解決能力

一般的な教養

大きく増えた 増えた 変化なし 減った 大きく減った
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(4) 食生活健康学科（n = 32） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就職に向けた情報収集力

グローバルな問題の理解

時間を効果的に利用する能力

コンピュータの操作能力

数理的な能力

プレゼンテーションの能力

コミュニケーションの能力

外国語の運用能力

文章表現の能力

国民が直面する問題を理解する能力

地域社会が直面する問題を理解する能力

異文化の人々と協力する能力

他の人と協力して物事を遂行する能力

人間関係を構築する能力

リーダーシップの能力

異文化の人々に関する知識

批判的に考える能力

専門分野や学科の知識

分析力や問題解決能力

一般的な教養

大きく増えた 増えた 変化なし 減った 大きく減った
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(5) 生活デザイン学科（n = 6） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就職に向けた情報収集力

グローバルな問題の理解

時間を効果的に利用する能力

コンピュータの操作能力

数理的な能力

プレゼンテーションの能力

コミュニケーションの能力

外国語の運用能力

文章表現の能力

国民が直面する問題を理解する能力

地域社会が直面する問題を理解する能力

異文化の人々と協力する能力

他の人と協力して物事を遂行する能力

人間関係を構築する能力

リーダーシップの能力

異文化の人々に関する知識

批判的に考える能力

専門分野や学科の知識

分析力や問題解決能力

一般的な教養

大きく増えた 増えた 変化なし 減った 大きく減った
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(6) 子ども学科（n = 12） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就職に向けた情報収集力

グローバルな問題の理解

時間を効果的に利用する能力

コンピュータの操作能力

数理的な能力

プレゼンテーションの能力

コミュニケーションの能力

外国語の運用能力

文章表現の能力

国民が直面する問題を理解する能力

地域社会が直面する問題を理解する能力

異文化の人々と協力する能力

他の人と協力して物事を遂行する能力

人間関係を構築する能力

リーダーシップの能力

異文化の人々に関する知識

批判的に考える能力

専門分野や学科の知識

分析力や問題解決能力

一般的な教養

大きく増えた 増えた 変化なし 減った 大きく減った
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(7) 看護学科（n =23） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就職に向けた情報収集力

グローバルな問題の理解

時間を効果的に利用する能力

コンピュータの操作能力

数理的な能力

プレゼンテーションの能力

コミュニケーションの能力

外国語の運用能力

文章表現の能力

国民が直面する問題を理解する能力

地域社会が直面する問題を理解する能力

異文化の人々と協力する能力

他の人と協力して物事を遂行する能力

人間関係を構築する能力

リーダーシップの能力

異文化の人々に関する知識

批判的に考える能力

専門分野や学科の知識

分析力や問題解決能力

一般的な教養

大きく増えた 増えた 変化なし 減った 大きく減った
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3. 満足度 

3-1. 教育課程・教育支援 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教育支援全般

各種資格講座・試験対策講座

授業ごとの受講人数

科目の学年別配当

時間割上の授業の配置

専門科目の選択科目

専門科目の必修科目

教養教育科目のカリキュラムや専門との関連

教養教育科目の選択科目

教養教育科目の必修科目

とても満足 満足 どちらでもない 不満 とても不満
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3-2. 教育内容・環境 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一つの授業を履修する学生数

大学での経験全般について

多様な考え方を認め合う雰囲気

大学のなかでの学生同士の一体感

他の学生と話をする機会

学習支援や個別の学習指導

教員と話をする機会

将来の仕事と授業内容の結びつき

日常生活と授業内容との関連

授業の全体的な質

ゼミや演習などの教育内容

専門教育あるいは所属学科の授業

とても満足 満足 どちらでもない 不満 とても不満
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3-3. 設備・学生支援制度 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一つの授業を履修する学生数

大学での経験全般について

多様な考え方を認め合う雰囲気

キャリアカウンセリング（就職や進学に関する相談）

レクリエーション施設（ジムの設備など）

健康・保健サービス（心身の健康に関わる問題についての診療や相談）

奨学金など学費援助の制度

インターネットの使いやすさ

コンピュータの訓練や援助

コンピュータの施設や設備

実験室・練習室の設備や器具

図書館の設備（蔵書やレファレンスサービス）

とても満足 満足 どちらでもない 不満 とても不満
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4. 入学時の大学志望度×卒業時の充実度（n = 89） 

 

 
 

 

5. 入学時の大学志望度×就職先志望度（n = 72） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

第２志望

第１志望

充実していた まあまあ充実していた あまり充実していなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

第２志望

第１志望

第１志望 ほぼ志望どおり どちらでもない

やや不満 全く納得していない


